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農業に縁のない人や都会暮らしの人たちが、「農業を始めた
い」、「定年帰農したい」という希望を実現するには、技術や
経営のノウハウなどを身につけることが必要になる。
しかし、「どこで、どんな農業をするために、どのような技術
を身につけるか」というと頭を悩ませるのではないだろうか。
自然に恵まれ、温暖で穏やかな瀬戸内・愛媛県は、就農・帰農
を考えている人を積極的にサポートしている。
新・農業人となるために必要な技術やノウハウの習得などをサ
ポートする愛媛県、市町独自の公的な研修制度を紹介する。

えひめで磨く！　
新・農業人へのワザ



 

愛
媛
県
の
久
万
高
原
町
に
、
久
万
農
業
公
園

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
新
規
就
農
希
望

者
の
研
修
受
け
入
れ
実
績
は
、
１
９
９
８
年
度

か
ら
の
10
年
間
で
23
人
に
上
る
。
そ
の
う
ち
、

16
人
が
定
住
し
て
い
る
（
表
参
照
）。

新
規
就
農
者
の
高
い
定
着
率
で
定
評
の
あ
る

久
万
高
原
町
の
農
業
研
修
制
度
、
そ
の
秘
密
を

探
っ
て
み
よ
う
。

07
年
度
２
人
の
女
性
が
研
修
中

07
年
４
月
か
ら
は
、
東
京
出
身
の
２
人
の
女

性
が
農
業
研
修
中
だ
。

そ
の
う
ち
の
１
人
、
土
屋
ゆ
き
さ
ん
（
38
歳
）

は
、
東
京
都
生
ま
れ
の
茨
城
県
育
ち
。
東
京
農

業
大
学
の
農
芸
化
学
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
肥

料
会
社
に
就
職
し
た
。
名
古
屋
市
の
会
社
に
勤

務
中
は
、
緑
化
関
係
の
バ
ー
ク
堆
肥
を
取
り
扱

い
、
取
引
の
あ
る
農
業
生
産
者
と
直
接
話
を
す

る
機
会
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
な
か

で
、
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
思
い
が
つ
の
っ

て
い
っ
た
。

農
業
法
人
へ
の
就
職
も
考
え
な
が
ら
、
06
年

５
月
、
７
月
と
２
度
、「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」

に
参
加
し
た
。
求
人
を
出
し
て
い
る
農
業
法
人

の
面
接
を
受
け
た
が
、
農
業
法
人
も
会
社
組
織
、

会
社
勤
め
の
経
験
か
ら
、
会
社
組
織
の
な
か
に

入
る
と
自
分
の
得
意
分
野
に
割
り
振
ら
れ
て
し

ま
う
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
「
自
分
で
農
業
経
営

を
し
て
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
農
作
物
の
栽
培

に
か
か
わ
り
た
い
」
と
思
い
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
自

営
の
農
業
経
営
開
始
を
目
標
と
定
め
た
。

06
年
７
月
の
フ
ェ
ア
で
、
愛
媛
県
の
ブ
ー
ス

を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
出
合
っ
た
の
が
、
久
万
農

業
公
園
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
松
本
利
広
主
任

だ
。な

ぜ
愛
媛
県
か
…
…
お
母
さ
ん
の
出
身
地

は
、
松
山
市
の
瀬
戸
内
海
の
ミ
カ
ン
の
島
。
夏

休
み
に
な
る
と
、
お
母
さ
ん
の
実
家
で
過
ご
す

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
そ
の
原
体
験
が
決
め
手

と
な
っ
た
。

な
ぜ
久
万
高
原
町
か
…
…
す
で
に
10
期
に
わ

た
っ
て
新
規
就
農
希
望
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
実
績
が
あ
り
、
定
着
し
て
い
る
先
輩
た

ち
が
大
勢
い
た
た
め
だ
。
町
を
あ
げ
て
の
支
援

体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
魅
力
だ
っ

た
。早

速
06
年
８
月
、
久
万
高
原
町
に
10
日
間
の

農
家
で
の
事
前
研
修
に
訪
れ
た
。
土
は
黒
ぼ
く

土
壌
。
関
東
出
身
者
と
し
て
は
、
親
し
み
が
わ

い
た
。
久
万
高
原
町
は
、
林
業
の
町
で
も
あ
る
。

木
質
の
材
料
が
あ
る
の
で
、「
バ
ー
ク
堆
肥
が
た

く
さ
ん
つ
く
れ
そ
う
」
と
い
う
の
が
第
一
印
象

だ
っ
た
。

「
や
っ
と
体
が
慣
れ
て
き
た
」

農
業
研
修
は
、
07
年
４
月
か
ら
。
２
カ
月
ほ

ど
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
や
っ
と
体
が
慣
れ
て
き

た
。
研
修
中
の
住
ま
い
は
、
農
林
関
係
者
の
独

身
寮
「
や
ま
ぶ
き
荘
」。
朝
７
時
25
分
に
車
で

寮
を
出
発
。
７
時
40
分
に
実
習
農
場
に
着
く
生

トマト苗を世話する研修生・土屋ゆきさん

研
修
受
け
入
れ

23
人
の
実
績

　
　

愛
媛
県
・
久く

ま万
高こ

う
げ
ん原

町　

久
万
農
業
公
園
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
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農業公園農業研修センターには、実習温室６棟などがある



活
だ
。

農
業
実
習
は
、
温
室
内
で
の
ト
マ
ト
の
養
液

土
耕
栽
培
。
土
づ
く
り
、
苗
づ
く
り
か
ら
定
植
、

肥
培
管
理
、
収
穫
、
出
荷
販
売
ま
で
一
連
の
作

業
を
行
う
。
ト
マ
ト
苗
に
水
を
や
る
と
き
は
、

１
か
ら
10
ま
で
ゆ
っ
く
り
数
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
が
、「
せ
っ
か
ち
な
性
格
だ
か
ら
、
数
え
る

の
が
だ
ん
だ
ん
早
く
な
る
」
と
土
屋
さ
ん
。
ト

マ
ト
苗
の
わ
き
芽
を
と
る
の
は
苦
で
は
な
い
が
、

高
い
所
か
ら
ト
マ
ト
苗
を
つ
り
下
げ
る
の
は
ど

う
も
苦
手
と
か
。

５
月
下
旬
に
少
し
体
調
を
崩
し
た
。
２
日
休

ん
だ
ら
、
ト
マ
ト
の
変
化
に
気
付
い
た
。「
現
場

で
生
き
て
い
る
ト
マ
ト
を
毎
日
見
る
こ
と
が
勉

強
」
と
い
う
。
葉
先
が
軽
く
ね
じ
れ
る
く
ら
い

が
、
ち
ょ
う
ど
い
い
水
分
量
と
い
う
が
、
実
際

の
病
気
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
少
し
慌
て

る
こ
と
も
あ
る
。

楽
し
み
は
、
友
だ
ち
と
の
メ
ー
ル
。
ト
マ
ト

栽
培
風
景
の
写
メ
ー
ル
も
送
る
。
現
在
、
農
業

公
園
内
の
市
民
農
園
を
１
区
画
借
り
て
夏
野

菜
、ズ
ッ
キ
ー
ニ
や
バ
ジ
ル
な
ど
を
栽
培
中
。「
大

き
く
育
っ
た
ら
、
夏
野
菜
カ
レ
ー
が
で
き
る
」

と
メ
ー
ル
し
た
ば
か
り
だ
。

新
規
就
農
希
望
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
長
の
高
岡
啓
一
さ
ん
は
、

「
農
業
が
好
き
」
と
い
っ
た
あ
こ
が
れ
だ
け
で
は

就
農
は
成
功
し
な
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
資

金
準
備
（
当
初
資
金
に
５
０
０
〜
６
０
０
万
円
）

や
事
前
の
勉
強
は
必
要
だ
。
就
農
は
、「
業
」
を

起
こ
す
こ
と
。「
業
」
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
難
し

い
の
が
「
農
業
」
だ
と
い
う
。
ま
た
、
地
域
の

な
か
に
と
け
込
む
こ
と
。
田
舎
は
人
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
す
る
と
こ
ろ
だ
、
と
。

土
屋
ゆ
き
さ
ん
は
、「
や
る
気
が
大
切
」

「
お
金
に
は
シ
ビ
ア
に
」「
田
舎
暮
ら
し
が

メ
イ
ン
か
、
農
業
で
の
収
入
確
保
が
メ
イ

ン
か
、
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
」

と
説
く
。

研
修
後
は
、
東
京
で
出
版
社
を
自
営
す

る
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
就
農
す
る
予

定
だ
。

久
万
高
原
町
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

久
万
高
原
町
は
、
新
規
就
農
希
望
者
に

対
す
る
農
業
研
修
後
、
就
農
時
の
農
地
の

仲
介
、
就
農
１
年
目
の
補
助
金
助
成
、
専
属
の

農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
配
置

す
る
な
ど
、
研
修
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と
支
援

体
制
を
整
え
て
い
る
。

農
業
研
修
は
お
お
む
ね
２
年
間
。
ト
マ
ト
、

イ
チ
ゴ
の
養
液
栽
培
や
花
壇
苗
生
産
な
ど
施
設

園
芸
が
中
心
で
、
生
産
実
習
と
合
わ
せ
て
、
パ

ソ
コ
ン
、
農
業
簿
記
な
ど
経
営
知
識
も
習
得
で

き
る
。
ト
マ
ト
実
習
は
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
栽
培

と
ス
ギ
皮
１
０
０
％
の
新
素
材
培
地
に
よ
る
養

液
栽
培
。
10
㌃
あ
た
り
収
量
12
㌧
を
目
標
に
、

夫
婦
二
人
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
す
る
な
ら
20
㌃

規
模
の
施
設
栽
培
を
目
指
す
。

研
修
後
の
新
規
就
農
者
に
は
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
指
導
班
の
集
中
指
導
、
専
任
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
定
期
巡
回
（
総
合
指
導
）、
地
域
別
農
家

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
、
農
地
相
談
や
定
期
懇

談
会
な
ど
、
技
術
・
経
営
指
導
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
農
業
公
社
に
よ
る
冬
季
ア
ル
バ
イ
ト

先
の
紹
介
も
あ
る
。

＜久万高原農業公園研修センター研修制度＞

①久万高原町内で新規就農したい者に対して、
「久万高原農業公園研修センター」での農業研
修機会を提供し、農業の担い手として育成する
対象
・おおむね50歳以下の者
・終了後に、久万高原町で就農すること
・研修期間はおおむね2年
・研修品目については施設園芸による、トマト、
イチゴ、花き、ホウレンソウの栽培を志す者・
ある程度の就農準備金を有する者
②研修補助金※
・町内出身者　12万円／月
・Iターン者　   15万円／月
③農業機械・施設整備補助金※
・就農時の機械購入、施設整備のリースを受け
る際、300万円もしくは事業費の60％のいずれ
か低い額を補助金として交付
④新規就農初年度の生活費貸与（無利子）
・月額本人15万円（以内）、配偶者5万円（以内）、
第一子3万円（以内）、第二子2万円（以内）
⑤住居対策
・Iターン者でかつ独身者であれば、後継者独身
寮を斡旋

※注：ただし、就農開始後5年未満に営農活動を
中止した場合は、返還の必要あり

【問い合わせ先】
（社）久万高原農業公社
　〒791-1212 上浮穴郡久万高原町下畑野川甲500
　☎ 0892（41）0040 「新・農業人フェア」での久万高原町との出合いによって、土屋

さんの農業研修への道が開けた（写真右：高岡センター長）
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1
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1
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8

1

3
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1
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2

1

3

愛知

県内・兵庫・愛知

県内

大阪・京都・神奈川

東京・大阪・神奈川

県内

東京

トマト 

花・トマト・葉物 

米 

トマト 

トマト・花 

トマト 

トマト 

トマト 

トマト 

トマト研修中 

久万農業公園農業研修センターの新規就農希望者の研修受け入れ実績

町外出身者の出身地 就農品目受入年度 受入者数 Ｕターン Ｉターン リタイア

久万農業公園には、農業研修センターに加え、久万高原農
業公社、久万高原町営農支援センターの事務局がある
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愛
媛
県
今
治
市
の
㈲
三
皿
園
は
、
か
ん
き
つ

園
全
園
（
６
・
４
㌶
）
で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を

受
け
、
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

自
家
で
の
か
ん
き
つ
類
の
ジ
ャ
ム
（
マ
ー
マ
レ

ー
ド
）
と
ピ
ー
ル
の
加
工
を
は
じ
め
、
委
託
加

工
し
て
い
る
ジ
ュ
ー
ス
ま
で
、
す
べ
て
有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
て
い
る
。

作
付
け
は
、
温
州
み
か
ん
２
㌶
、
晩
柑
類
の

「
は
る
み
」
２
㌶
、
デ
コ
ポ
ン
０
・
４
㌶
、
伊
予

柑
１
・
８
㌶
、
そ
の
他
の
か
ん
き
つ
０
・
２
㌶
。

す
べ
て
有
機
・
無
農
薬
の
草
生
栽
培
。
園
地
の

下
草
は
刈
ら
ず
、
樹
下
の
草
だ
け
生
育
の
邪
魔

に
な
ら
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
る
。

同
園
代
表
の
越
智
章
太
郎
さ
ん
（
56
歳
）
は
、

有
機
・
無
農
薬
の
か
ん
き
つ
栽
培
に
転
換
し
た

理
由
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
37
歳
の
時
、
突
然
、
全
身
に
原
因
不
明
の

じ
ん
ま
し
ん
が
出
た
。
こ
の
時
、
無
農
薬
・
無

化
学
肥
料
栽
培
へ
の
転
換
を
考
え
、
１
９
９
４

年
に
ま
ず
30
㌃
の
園
地
を
転
換
。
05
年
に
全
園

を
有
機
・
無
農
薬
に
転
換
し
終
え
た
」

転
換
し
て
い
く
考
え
を
両
親
に
相
談
す
る

と
、
結
論
は
「
や
っ
て
み
い
」
だ
っ
た
。

越
智
家
は
、
１
９
０
２
年
（
明
治
35
年
）
か

ら
１
０
０
年
以
上
、
温
州
み
か
ん
栽
培
を
し
て

い
る
。
章
太
郎
さ
ん
は
、
そ
の
４
代
目
だ
。
み

か
ん
づ
く
り
１
０
０
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
化

学
合
成
農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
っ
た
時
期
は
こ

こ
30
年
間
ほ
ど
。
そ
の
前
の
70
年
間
は
、
有
機
・

無
農
薬
の
み
か
ん
栽
培
だ
っ
た
。「
元
に
戻
る
だ

け
だ
」、
そ
う
思
っ
た
と
い
う
。

後
継
者
づ
く
り
目
指
し

研
修
受
け
入
れ

あ
る
日
、
一
人
息
子
の
長
男
が
「
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
あ
る
」
と
、
農
業
を
継
が
な
い

こ
と
を
宣
言
し
た
。
明
治
の
年
代
か
ら
の
み
か

ん
農
家
と
し
て
栄
え
、
67
年
に
法
人
化
し
、
こ

こ
ま
で
や
っ
て
き
た
。

越
智
さ
ん
は
「
一
人
息
子
が
農
業
を
継
が
な

い
の
な
ら
、
ほ
か
の
人
間
を
養
成
し
よ
う
。
農

業
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
人
材
を
育
て
よ
う
。

幸
い
、
園
地
に
余
裕
が
あ
る
か
ら
、
自
立
経
営

農
家
の
立
場
で
、『
三
皿
園
』
グ
ル
ー
プ
と
し
て

有
機
か
ん
き
つ
経
営
を
協
業
に
し
て
も
ら
う
の

は
ど
う
か
。
生
果
も
加
工
原
料
果
も
不
足
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
増
産
に
取

り
組
め
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
た
。

農
業
研
修
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
の
は
、
後

継
ぎ
の
育
成
の
た
め
で
あ
る
。
果
樹
農
業
は
、

新
規
就
農
者
が
ゼ
ロ
か
ら
農
地
な
ど
の
経
営
資

源
を
取
得
し
て
農
業
経
営
を
始
め
る
こ
と
が
困

難
な
経
営
タ
イ
プ
。
協
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
越
智
さ
ん
が
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
栽
培

を
続
け
て
き
た
園
地
に
新
規
参
入
す
る
シ
ス
テ

ム
な
ら
、
少
し
は
荷
が
軽
く
な
る
。

受
け
入
れ
た
研
修
生
が
自
立

農
業
研
修
生
の
一
人
、
吉
岡
秀
樹
さ
ん
（
25

歳
）
が
昨
年
、
自
立
し
た
。
園
地
を
借
り
、
グ

急斜面のカンキツ園地で、下草の草勢と樹勢を確かめる越智章太郎さん（右）と研修生の下川正代さん

先
進
農
家
で
学
ぶ

研
修
ス
タ
イ
ル

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
か
ん
き
つ
農
園　

有
限
会
社
三み

皿さ
ら
え
ん園

特集1



ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、

有
機
・
無
農
薬
の
草
生

栽
培
で
か
ん
き
つ
を
作

っ
て
い
る
。

か
ん
き
つ
経
営
の
場

合
、
農
業
研
修
期
間
は
最
低
３
年
間
必
要
だ
と
、

越
智
さ
ん
は
い
う
。

同
園
が
農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ

と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
知
り
、
10
日
に
一

人
ほ
ど
の
割
合
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
。

月
に
一
人
く
ら
い
が
10
日
間
の
短
期
研
修
に
や

っ
て
く
る
。
だ
が
、
テ
レ
ビ
で
見
る
農
業
体
験

と
違
い
、
実
際
は
、
暑
い
な
か
で
草
を
管
理
す

る
な
ど
の
単
純
労
働
の
積
み
重
ね
が
メ
イ
ン
。

３
日
で
音
を
上
げ
る
人
も
出
て
く
る
。

農
家
出
身
の
女
性
が
研
修
中

下
川
正
代
さ
ん
（
22
歳
）
は
、
九
州
東
海
大

学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
。
実
家
は
、
熊
本
県
玉

名
市
で
水
田
10
㌶
を
経
営
し
て
い
る
。
大
学
の

主
任
教
授
が
越
智
さ
ん
の
１
年
先
輩
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
在
学
中
か
ら
メ
ー
ル
の
や
り
と
り

を
し
、
昨
年
夏
に
は
同
園
で
短
期
研
修
を
体
験
。

今
年
４
月
か
ら
、
２
年
間
の
予
定
で
長
期
研
修

生
に
な
っ
た
。

こ
こ
の
か
ん
き
つ
園
は
、
急
な
斜
面
に
あ
る
。

下
草
を
か
き
分
け
て
上
り
下
り
し
、
か
ん
き
つ

の
木
の
根
元
の
草
を
管
理
す
る
。
春
草
は
倒
す

だ
け
。
春
草
を
刈
り
取
っ
て
し
ま
う
と
、
草
勢

の
強
い
夏
草
が
繁
茂
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

有
機
か
ん
き
つ
園
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、

そ
う
し
た
急
斜
面
で
の
作
業
研
修
を
、
下
川
さ

ん
は
黙
々
と
こ
な
し
て
い
く
。

「
大
変
だ
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
い
く
。
研
修
を

終
え
た
ら
熊
本
に
帰
り
、
母
方
の
祖
父
母
が
経

営
す
る
み
か
ん
園
２
・
３
㌶
の
後
継
ぎ
に
な
っ

て
有
機
か
ん
き
つ
農
業
を
や
り
た
い
か
ら
」

経
営
者
以
上
の
人
材
は
育
た
な
い

越
智
さ
ん
は
「
一
般
の
会
社
で
も
、
経
営
者

以
上
の
人
材
は
育
た
な
い
と
い
わ
れ
る
。
後
継

者
を
育
て
る
た
め
に
は
、
自
分
自
身
を
磨
い
て

高
め
な
い
と
。
勉
強
会
や
研
究
会
と
い
っ
た
機

会
に
は
必
ず
出
か
け
て
い
る
」
と
話
す
。

ま
た
、「
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
な
い
と
、
今
の
農

業
経
営
は
で
き
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
は
、
若
い
研

修
生
か
ら
教
わ
っ
て
い
る
」
と
笑
っ
た
。

協
業
経
営
を
目
指
し
て

同
園
の
商
品
の
特
徴
と
し
て
、
加
工
し
て
い

る
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
ピ
ー
ル
が
あ
る
。
こ
れ

は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
芯
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
原

材
料
に
す
る
乾
燥
果
皮
。
生
で
は
な
く
、
乾
燥

さ
せ
る
果
皮
を
、
こ
の
よ
う
に
手
間
を
か
け
て

有
機
農
業
で
つ
く
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
貴
重
な
商
品
と
い
え
る
。

「
営
業
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
業
者
か
ら
一
般
の
お
客

さ
ん
ま
で
問
い
合
わ
せ
が
し
き
り
に
く
る
」

こ
の
よ
う
に
、
栽
培
だ
け
で
な
く
、
近
年
は

加
工
業
の
ほ
う
も
忙
し
い
三
皿
園
。

「
園
地
・
加
工
所
・
営
業
と
そ
れ
ぞ
れ
責
任
者

を
配
置
し
て
、
研
修
修
了
者
の
自
立
も
増
や
し
、

協
業
グ
ル
ー
プ
経
営
を
確
立
す
る
こ
と
が
今
後

の
目
標
」
と
い
う
越
智
さ
ん
。

自
立
経
営
農
家
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
増
え
、
協

業
経
営
が
軌
道
に
乗
る
日
は
、
そ
う
遠
く
な
い

か
も
し
れ
な
い
。

＜愛媛県東予地方・自治体の
支援制度＞

上島町農林漁業インターン事業
①上島町に転入し10年以上居住す
る意思のある農林漁業を営もうと
するおおむね50歳以下の人
②経営ノウハウや技術を習得するた
めの研修期間の２年以内につい
て、月額10万円の研修費を支給

【問い合わせ先】
上島町  岩城総合支所  産業建設課
〒794-2492 
越智郡上島町岩城1427
☎ 0897（75）2500

「経営に必須のパソコン技術
は、若い研修生に教わって
いる」と越智さん（写真右）

三皿園のかんきつ・ジャム（マ
ーマレード）は有機ＪＡＳ認
証食品として「安全・安心・
健康」と好評(写真左）

　先進農家での農業体験研修

●農林漁業体験ステイ事業
実施主体：えひめ農林漁業担い手育成公社
都市青年や学生（40歳未満）等を対象に、県内先進農林漁
家等で概ね５日間から10日間の体験研修を実施している。

　本格的な農業研修

●営農インターン推進事業
実施主体：えひめ農林漁業担い手育成公社
愛媛県内で、就農予定又は確実な方（40 歳未満）を対象
に実務研修を実施します。
新規参入者対象の長期コース（1年以上 2年以内）の研修
には、１カ月当たり7.5万円の助成措置がある。

　農業の仕組みや制度を勉強

●えひめ農業入門塾（基礎コース）
実施主体：愛媛県立農業大学校
農業に関心のある他産業従事者等を対象に、土、
日曜日を利用した就農準備のための基礎研修を
実施している。

●えひめ農業入門塾（実践コース）
実施主体：愛媛県立農業大学校
就農を考えている方を対象に、講義及び実践的
な実習を通じ、農業を行うために必要な知識や
栽培技術を取得できるコースを設けている。

＜県段階の農業研修制度＞

問い合わせ先：えひめ農林漁業担い手育成公社　☎ 089（945）1542　URL  http://www1.odn.ne.jp/cek31650/



鬼
北
町
の
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
町
農
業
公

社
は
、
農
業
研
修
生
を
募
集
中
だ
。

愛
媛
県
の
西
南
部
に
あ
る
鬼
北
町
は
、
２
０

０
５
年
１
月
、
広
見
町
と
日
吉
村
の
合
併
に
よ

り
誕
生
し
た
町
で
あ
る
。

農
業
研
修
は
、07
年
10
月
か
ら
原
則
、２
年
間
。

農
業
研
修
生
の
条
件
は
、
研
修
修
了
後
、
鬼
北

町
で
５
年
以
上
、
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
る
満
40
歳
未
満
の
人
。

町
農
業
公
社
の
ガ
ラ
ス
温
室
な
ど
の
研
修
施

設
を
利
用
し
て
、
実
践
的
な
農
業
体
験
研
修
が

で
き
る
。研
修
内
容
は
、施
設
園
芸
作
物
が
中
心
。

水
耕
栽
培
・
高
設
施
設
の
ガ
ラ
ス
温
室
（
約
２

０
０
０
㎡
）
で
は
、

イ
チ
ゴ
の
栽
培
を

研
修
。
土
耕
栽
培

ガ
ラ
ス
温
室
（
約

２
０
０
０
㎡
）
で

は
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ

カ
栽
培
の
研
修
が

で
き
る
。
水
稲
作
、

高
設
施
設
の
ガ
ラ
ス
温
室
で
の
イ
チ
ゴ
の
周
年

栽
培
、
土
耕
栽
培
の
ガ
ラ
ス
温
室
で
の
ア
ー
ル

ス
系
メ
ロ
ン
の
試
験
栽
培
や
地
這
い
メ
ロ
ン
・

地
這
い
ス
イ
カ
栽
培
な
ど
で
あ
る
。

新
規
参
入
の
先
輩
た
ち

旧
広
見
町
に
は
、
土
地
付
き
住
宅
を
借
り
て

新
規
就
農
し
た
栃
木
県
出
身
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
が

い
る
。
農
地
20
㌃
を
基
礎
に
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル

温
室
２
棟
で
ネ
ギ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。
就

農
１
年
目
か
ら
消
防
団
に
入
り
、
地
域
に
溶
け

込
ん
で
い
る
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
の

た
め
、「
う
ち
の
農
地
も
預
か
っ
て
く
れ
」
と

い
っ
た
話
が
次
々
と
出
て
い
る
。
旧
日
吉
村

（
現
大
洲
市
）
で
は
、
定
年
３
年
前
に
退
職
し
、

肱ひ
じ
か
わ
ち
ょ
う

川
町
の
有
機
農
業
塾
「
皆
農
塾
」
で
１
年
研

修
し
て
か
ら
就
農
し
た
、
名
古
屋
か
ら
の
Ｉ
タ

ー
ン
者
が
有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

鬼
北
町
農
業
公
社
の
高
橋
哲
生
事
務
局
長
は
、

「
研
修
期
間
２
年
間
に
研
修
費
を
支
給
す
る
な

ど
、
新
規
就
農
希
望
者
に
手
厚
く
支
援
し
て
い

る
。
だ
が
、
既
存
の
農
家
も
兼
業
の
農
外
収
入

で
生
活
す
る
な
ど
、
中
山
間
地
の
農
業
生
産
条

件
は
厳
し
い
。
ほ
か
の
地
域
と
条
件
を
比
べ
て
、

そ
の
上
で
鬼
北
町
を
選
ん
で
く
れ
る
な
ら
、
で

き
る
だ
け
の
支
援
は
す
る
。
し
か
し
、
研
修
費

も
生
活
費
に
消
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
自
己

資
金
を
３
０
０
〜
５
０
０
万
円
用
意
す
る
な
ど
、

そ
れ
な
り
の
就
農
準
備
が
必
要
だ
」
と
話
す
。

そ
の
他
農
産
物
の
栽
培
研
修
の
ほ
か
、
農
業
生

産
技
術
と
農
業
経
営
の
基
礎
が
学
べ
る
。

研
修
手
当
て
の
支
給
な
ど
で
支
援

研
修
生
に
対
し
て
は
、
研
修
期
間
の
２
年
間
、

町
外
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
は
月
額
15
万
円
の

研
修
費
（
手
当
て
）
が
支
給
さ
れ
る
。

研
修
修
了
者
に
対
し
て
、
就
農
時
に
、
農
業

機
械
購
入
・
施
設
建
設
の
事
業
費
の
60
％
以
内

（
限
度
額
３
０
０
万
円
）
の
補
助
が
あ
る
。
そ
の

ほ
か
、
農
地
の
あ
っ
せ
ん
、
住
居
情
報
の
提
供

な
ど
、
就
農
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
。

鬼
北
町
農
業
公
社
は
、
町
全
体
の
農
業
振
興

の
た
め
、
①
農
作
業
の
受
委
託
、
②
担
い
手
育

成
の
た
め
の
農
業
研
修
、
③
農
業
機
械
・
施
設

の
貸
し
付
け
、
④
特
産
品
の
試
験
研
究
・
販
売
、

⑤
都
市
農
村
交
流
事
業
、
⑥
農
業
研
究
施
設
の

活
用
、
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

と
く
に
④
特
産
品
の
試
験
研
究
は
、
菌
床
シ

イ
タ
ケ
（
品
種
「
媛ひ

め
お
う王
」）
の
試
験
栽
培
、
水
耕
・

イ
チ
ゴ
な
ど
果
菜
の

研
修
生
募
集
中

特集1

　

愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼き

北ほ
く

町　

鬼
北
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
鬼
北
町
農
業
公
社

＜愛媛県南予地方・自治体の支援制度＞

●鬼北町新規就農促進事業
①（社）鬼北町農業公社研修生募集条件
・40歳未満
・研修終了後５年以上鬼北町で農業に従事すること
②農業研修補助金
・町内在住者月額12万円・町内以外月額15万円
③農業機械・施設整備補助金支給
・事業の60％以内、もしくは300百万円のいずれか低い額
【問い合わせ先】
鬼北町産業課
〒798-1395 北宇和郡鬼北町近永800-1　☎ 0895（45）1111
（社）鬼北町農業公社
〒798-1323 北宇和郡鬼北町岩谷352-1　☎ 0895（30）6521

●松野町新規就農促進条例
①研修生の募集条件
・おおむね18歳以上～45歳未満
②研修内容
・水耕栽培研修　・花苗生産研修
③支援措置
・研修期間２年　・研修補助金月額12万円　・農地等の斡旋
【問い合わせ先】
松野町 産業振興課
〒798-2192 北宇和郡松野町松丸343　☎ 0895（42）1111
（株）松野町農林公社
〒798-2111 北宇和郡松野町吉野222　☎ 0895（42）2103

ガラス温室でのアールス系メロンの土耕栽培

鬼北町農業公社の管理・研修棟と試験・
研修ガラス温室

えひめ　ふるさと農村体験ツアー
今秋開催予定 !!

愛媛県では、農業への就業を希望する団塊の世
代等の方を対象に、農業体験や地元の農家との
交流会を行うツアーを今秋開催します。
東京・大阪からの発着プランも計画予定ですので、
興味がある方はぜひご参加ください。
開催日や費用などの詳細は、９月中に下記のホー
ムページで公開されます。
○えひめ農林漁業担い手育成公社ＨＰ
　URL：http://www1.odn.ne.jp/cek31650/
【問い合わせ先】
愛媛県農林水産部農業振興局農業経営課担い手対策推進室
TEL：089（912）2553
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宇和島市
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大洲市

四国中央市

東温市
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八幡浜市

相　談　窓　口 相　談　窓　口 電　話電　話

農林水産部担い手対策推進室

愛媛県立農業大学校

西条地方局農政普及課

四国中央農業指導班

今治地方局農政普及課

しまなみ農業指導班

松山地方局農政普及課

久万高原農業指導班

伊予農業指導班

八幡浜地方局農政普及課

大洲農業指導班

西予農業指導班

089（912）2553

089（977）3261

0898（68）7322

0896（23）2394

0898（23）2570

0897（72）2325

089（909）8762

0892（21）0314

089（982）0477

0894（23）0163

0893（24）4125

0894（62）0407

宇和島地方局農政普及課

鬼北農業指導班

愛南農業指導班

四国中央市農業振興センター

久万高原町営農支援センター

（社）久万農業公社

内子町農村支援センター

西予市農業支援センター

宇和島市農業支援センター

鬼北農業支援センター

愛南町農業支援センター

（社）鬼北町農業公社

（株）松野町農林公社

0895（22）3514

0895（45）0037

0895（72）0149

0896（28）6040

0892（41）0040

0893（44）2199

0894（62）1111(内650)

0895（24）1111

0895（45）2911

0895（72）1211

0895（30）6521

0895（42）0344

愛媛県内における研修受け入れ情報

※研修受け入れに際して宿泊有無・年齢要件があります。また、体験程度から1年以上の長期の受け入れが可能です。
※研修希望に際しては相談窓口または、(財)えひめ農林漁業担い手育成公社にご相談ください。

新・農業人フェア
東京（9/15・08/3/15）出展
大阪（12/22・08/2/24）出展

（財）えひめ農林漁業担い手育成公社　URL　http://www1.odn.ne.jp/cek31650/     

松前町

〒790-8570　愛媛県松山市一番町4-4-2　TEL. 089（945）1542　FAX. 089（932）7825
総合相談窓口

“体験から長期の実務研修まで”

水稲＋野菜 1戸
柑橘 1戸

（相談先）
四国中央農業指導班
四国中央市農業振興センター

花き 1戸
畜産 4戸
柑橘 2戸
野菜＋水稲 1戸
柑橘＋野菜 2戸

（相談先）
今治地方局農政普及課柑橘＋野菜 2戸

花壇苗 1戸
柑橘  2戸

（相談先）
松山地方局農政普及課

米麦＋施設野菜 １戸
施設鉢花 １戸
米麦＋穀類 １戸

（相談先）
伊予農業指導班

柑橘＋野菜 2戸
柑橘＋畜産 1戸

（相談先）
しまなみ農業指導班

畜産 １戸
野菜＋果樹 １戸

（相談先）
西条地方局農政普及課

米麦＋大豆 ２戸
施設花き＋果樹 ２戸
施設野菜＋水稲 ３戸
畜産 ２戸
施設花き １戸

（相談先）
西条地方局農政普及課

米麦 1戸

（相談先）
松山地方局農政普及課

柑橘 5戸

（相談先）
愛南農業指導班
愛南町農業支援センター

花木＋水稲 1戸
野菜等（農林公社）

（相談先）
鬼北農業指導班
松野町農林公社

畜産 1戸
野菜＋水稲 1戸
野菜及び米麦（農業公社）

（相談先）
鬼北農業指導班
鬼北農業支援センター

柑橘 7戸

（相談先）
宇和島地方局農政普及課
宇和島市農業支援センター

果樹＋野菜＋麦 １戸
野菜＋水稲 １戸
畜産 １戸

（相談先）
西予農業指導班
西予市農業支援センター

柑橘 ６戸
柑橘（青年農業者協議会）

（相談先）
八幡浜地方局農政普及課

鉢花 2戸
育苗 1戸
野菜＋果樹 1戸
椎茸＋果樹 1戸

（相談先）
伊予農業指導班

観光果樹園 1戸
花き 1戸
野菜及び花き（農業公社）

（相談先）
久万高原農業指導班
久万高原町営農支援センター

落葉果樹 1戸
露地野菜 1戸

（相談先）
大洲農業指導班


